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「沖
縄
政
治
史
」
か
ら
「琉
球
弧
政
治
史
」
へ

地
域
の
捉
え
方
、
政
治
史
研
究
の
あ
り
方
を
め
ぐ

っ
て

黒
柳
保
則

沖

縄
戦

と
米

軍
政

一
九

四

五
年

三

月

二
六

日
、
米

軍
は

、

沖
縄

(本

)
島

の
西
約

二

〇
キ

ロ
メ
ー

ト

ル
か

ら
四

〇
キ

ロ
メ
ー

ト

ル
に
か

け

け

ら

ま

て
広
が
る
慶
良
間
列
島
に
上
陸
し
た
。

沖
縄
戦
の
開
始
で
あ
る
。
同
列
島
を
難

な
く
攻
略
し
た
米
軍
は
、
四
月

一
日
、

沖
縄

(本
)
島
中
部
西
海
岸
に
上
陸
し
、

二
日
後
に
は
同
島
を
南
北
に
分
断
し

た
。
同
月
七
日
頃
よ
り
日
本
軍

(沖
縄

守
備
軍
)
が
本
格
的
な
反
撃
を
開
始
し
、

同
島
の
中

・
南
部
で
熾
烈
な
戦
闘
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
が
、
徐
々
に
南
端
に

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
六
月

一
九

日
、日
本
軍
の
組
織
的
抵
抗
が
終
了
し
、

三
日
後
、
沖
縄
守
備
軍
司
令
官
牛
島
満

ち
ょ
う
い
さ
む

中
将

・
同
参
謀

長

長

勇

中

将

が
自
決

し

た
。
九

月
七

日

、
沖

縄

(本
)

島
中

部
に
あ
る
嘉
手
納
に
お
い
て
、
日
本
軍

の
代
表
が
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
戦
没
者
総
数
二
〇
万
人
以

上
を
数
え
た
沖
縄
戦
は
正
式
に
終
了
し

た
。こ
の
時
期
、
沖
縄
守
備
軍
の
管
轄
地

域
で
あ
っ
た
奄
美
群
島
、
宮
古
群
島
、

お
よ
び
八
重
山
群
島
も
、
地
上
戦
こ
そ

行
な
わ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
米
軍
や

イ
ギ
リ
ス
軍

(宮
古

・
八
重
山
両
群
島

の
み
)
に
よ
る
激
し
い
空
襲
や
艦
砲
射

撃
を
受
け
た
。
通
常
、
沖
縄
戦
は
、
日

本
軍
と
米
軍
と
の
地
上
戦
が
行
な
わ
れ

た
沖
縄
群
島
、
お
よ
び
主
に
イ
ギ
リ
ス

軍
に
よ

っ
て
攻
撃
さ
れ
た
宮
古

・
八
重

山
両
群
島
に
お
け
る
戦
闘
を
さ
す
。

米
軍
は
、
三
月
二
六
日
に
慶
良
間
列

島

へ
上
陸
す
る
と
、
米
国
海
軍
軍
政
府

布
告
第

一
号

(
い
わ
ゆ
る
ニ
ミ
ッ
ツ
布

告
)
を
公
布
し
て
軍
政
を
施
行
し
た
。

次
い
で
、
四
月

一
日
に
沖
縄

(本
)
島

に
上
陸
す
る
と
、
占
領
し
た
先
々
で
同

様
の
措
置
を
取
り
、
沖
縄
群
島

(慶
良

間
列
島
も
同
群
島

に
含
ま
れ
る
)
全
域

を
軍
政
下
に
置

い
た
。
そ
の
後
、
宮

古
群
島

(
一
二
月
八
日
)、
八
重
山
群

島

(同
月
二
三
日
)、
お
よ
び
奄
美
群

島

(翌

一
九
四
六
年
三
月

一
四
日
)
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
米
国
海
軍
軍
政
府
布
告

第

一
号
の
A
号

(ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
と
ほ

ぼ
同
内
容
)
を
公
布
し
て
軍
政
を
施
行

し
た
。
こ
の
間
の
一
月
二
九
日
付
け
で
、
東

京
の
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

(G
H
Q
/
S
C
A
P
)
は
、
「若
干
の

外
郭
地
域
を
政
治
上
、
行
政
上
日
本
か

ら
分
離
す
る
こ
と
に
関
す
る
覚
書
」

(S
C
A
P
I
N
六
七
七
)
を
発
し
、

北

緯

三

〇
度

以

南

の
南

西

諸
島

と

か

ら

(吐
喝

鴫

列
島

の
口
之
島

を
含

む

)

は
、

日
本

か

ら
政

治
的

、
行

政
的

に
分

離

さ

れ

る

こ
と

と

な

っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
北
緯
三
〇
度
以

南

の
南
西
諸
島
は
米
軍
政
下
に
置
か

れ
、
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
そ
の

後
、

一
九
五

一
年

一
二
月
五
日
に
北
緯

二
九
度
以
北

の
奄
美
群
島
が
返
還
さ

れ
、
二
年
後
の

一
九
五
三
年

一
二
月
二

五
日
に
残
り
全
て
の
奄
美
群
島
が
返
還

さ
れ
た
。
日
本
と
の
境
界
線
は
北
緯
二

七
度
線
と
な
り
、
そ
れ
以
南
の
現
沖
縄

県
を
構
成
す
る
三
群
島

(沖
縄
群
島

・

宮
古
群
島

・
八
重
山
群
島
)
が
返
還
さ

れ
た
の
は

一
九
七
二
年
五
月

一
五
日
の

こ
と
で
あ

っ
た
。

な
お
、
こ
の
地
域
の
軍
政
に
は
、
い

ず
れ
も
沖
縄

(本
)
島
に
司
令
部
が
置

か
れ
た
米
国
海
軍
軍
政
府

(
一
九
四
五

年
三
月
二
六
日
～
)、
米
国
陸
軍
軍
政

府

(
一
九
四
六
年
七
月

一
日
～
)、
そ

し
て
琉
球
列
島
米
国
民
政
府

(
一
九
五

〇
年

一
二
月

一
五
日
～
)
が
あ
た

っ
た
。
本
稿
で
は
、
奄
美

・
沖
縄

・
宮
古

・

八
重
山
の
四
群
島
が
順
次
米
軍
政
下
に

置
か
れ
て
い
き
、
奄
美
群
島
の
全
て
が

返
還
さ
れ
る
ま
で
の
時
期

(
一
九
四
五

年
三
月
二
六
日
～

一
九
五
三
年

一
二
月

二
四
日
)
に
お
け
る
こ
の
四
群
島
の
捉

え
方
、
政
治
史
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

「沖

縄
政

治

史
」

こ
の
時
期

・
地

域
を

対
象

と
す

る

政

治

史
研

究

は
、
史

料
的

制
約

等

が
ネ

ッ

ク
と

な

っ
て

こ
れ
ま

で
あ
ま

り

な
さ

れ

て

い
な

い
が
、
次

の
二

つ
に
大

別
さ

れ

よ
う

。

ω

そ

の
ほ

と

ん
ど
全

て
が
沖

縄
群

島

に

つ

い
て

で
あ

っ
て
、
他

の
三
群
島

(と

り

わ
け

奄

美

群

島
)

に

つ
い

て
は

ほ

ん

の
少

し
し

か
な

さ
れ

て

い
な

い
と

い
う

傾
向

を
有

す

る
、
あ

る
特
定

の
群

島

を
対

象

と
す

る
研

究
。

②

こ
の
地
域

を

「
沖
縄

」

と
捉

え

た
上

で
、

四
群
島

が
取

り
上

げ

ら
れ

る

も

の

の
、

そ

の
う

ち

の
沖
縄

群
島

が

主

と

し

て
論

じ
ら

れ
、
他

の
三
群
島

に

つ

い
て

の
言

及
が
非

常

に
少

な

い
研
究

。

こ
れ

ら

は

、
狭

義

の

「
沖

縄
」

("

沖
縄
群
島
)
を
重
視
す
る
研
究
の
あ
り

方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
研

究
の
あ
り
方
を
、
「沖
縄
政
治
史
」
と

し
た
い
。

筆
者
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
こ

の
よ
う
な
研
究

の
あ
り
方
に
は
疑
問
を

持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

ω

こ
の
地
域
は
、
軍
政
施
行
前
後

か
ら
琉
球
政
府

の
発
足

(
一
九
五
二
年

四
月

一
日
)
ま
で
、
各
群
島
が
そ
れ
ぞ

れ

一
つ
の
政
治
的
小
空
間
を
形
成
し
て

独
自
の
政
治
史
を
経
験
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
す
る
配
慮
に

乏
し
い
こ
と
。
米
軍
は
、
こ
の
地
域
を

各
群
島
ご
と
に
分
け
て
統
治
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
群
島
に
は
、
住
民
側
行
政
機
関

(戦
前
の
行
政
機
関
が
消
滅
し
た
沖
縄

群
島
以
外
は
、
基
本
的
に
、
支
庁
と
い

う
戦
前
来
の
機
関
を
利
用
す
る
か
、
再

建
し
た
上
で
利
用
し
た
)
が
置
か
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
地
域
の
政
党
は
、
各
群
島

ご
と
に
結
成
さ
れ
、
個
々
の
群
島
を
活

動
範
囲
と
し
た
。

②

近
代
に
限
っ
て
み
て
も
他
の
三
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群
島
と
は
異
な
る
歴
史
的
経
緯
を
持

つ
、
奄
美
群
島
を
軽
視
す
る
き
ら
い
が

あ
る
こ
と
。
奄
美
群
島
は
、

一
八
七

一

年
の
廃
藩
置
県
以
降
鹿
児
島
県
の

一
部

を
構
成
し
て
お
り
、
他
の
三
群
島
よ
り

ヤ
マ
ト

も

「
日
本
」
(詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、

い
わ
ゆ
る

「本
土
」
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
る
)
と
政
治
的

・
経
済
的
に
強
い

つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
軍
政
施
行
が
遅
れ
、
政
治
的
に
他
の

三
群
島
と
異
な
る
措
置
が
と
ら
れ
る
場

合
も
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
二
点
の
、
い
わ
ば
従
来
の
研

究
の
弱
点
を
克
服
す
る
に
は
、
前
述
の

よ
う
な

「沖
縄
政
治
史
」
と
い
う
研
究

の
あ
り
方
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ

で
筆
者
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
こ
の

地
域
を
、
「沖
縄
」
で
は
な
く
て

「琉

球
弧
」
と
捉
え
た
、
「琉
球
弧
政
治
史
」

と

い
う
研
究
の
あ
り
方
を
提
案
し
た

い

。
「琉
球
弧
」
と
は

「琉
球
弧
」
は
、
大
東

・
尖
閣
両
諸

島
を
除
く
南
西
諸
島

(厳
密
に
は
九

州

・
台
湾
の
両
島
を
含
む
)
を
指
す
地

理
学
の
タ
ー
ム
で
あ
り
、
千
島
弧

・
本

州
弧

・
伊
豆
マ
リ
ア
ナ
弧
等
と
と
も
に

日
本
列
島
を
構
成
し
て
い
る
。
故
島
尾

敏
雄
氏

(作
家
)
が
そ
れ
ま
で
の
日
本

に
つ
い
て
の
見
方
を
改
め
る
べ
く
、
独

自
の
文
化
論
的

・
思
想
論
的
意
味
付
け

を
し
て

一
九
六
〇
年
代
初
頭
よ
り
使
用

　
コ
　

し
始

め

、
徐

々
に
広

ま

っ
て

い

っ
た

。

あ

ら
さ
き
も
り
て
る

現
在
で
は
、
例
え
ば
新
崎
盛
暉
氏

(沖

縄
大
学
教
授
)
が
主
に
住
民
運
動
の
文

　

い
　

脈
か
ら
、
里
原
昭
氏

(文
学
者
)
が
文

　
り

学

・
思
想
の
文
脈
か
ら
使
用
し
て
い

る
。
三
氏
と
も
、
奄
美
群
島
以
南
の
南

西
諸
島
を
指
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
新
崎
氏
は
、
「琉
球
弧
」

を
歴
史
の
文
脈

か
ら
も
使
用
し
て
お

り
、
「琉
球
弧
総
体
の
近
現
代
史
が
明

ら
か
に
な
ら
な

い
限
り
、
沖
縄
近
現
代

史
も
不
完
全
な
形
を
と
り
続
け
る
の
で

　
ぜ

は
な
い
か
」
と
興
味
深
い
指
摘
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
個
々
の
群
島
レ
ベ
ル

の
近
現
代
史
の
掘
り
起
こ
し
の
域
に
止

ま
り
、
「琉
球
弧
総
体
の
近
現
代
史
」

像
の
展
開
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
政
治
史
の
視
点
で
い
え

ば
、

一
時
期
を
除
き
鹿
児
島
県
と
沖
縄

県
と
に
分
か
れ
て
い
た
こ
の
地
域
を
、

近
現
代
を
通
じ
て

「琉
球
弧
」
と
捉
え

得
る
の
か
疑
問
が
残
る
。

筆
者
は
、
諸
先
学
の
議
論
を
踏
ま
え
、

「琉
球
弧
」を
い
ま

一
度
地
理
学
の
タ
ー

ム
に
還
元
し
、そ

の
上
で
こ
の
時
期
(奄

美

・
沖
縄

・
宮
古

・
八
重
山
の
四
群
島

が
順
次
米
軍
政
下
に
置
か
れ
て
い
き
、

奄
美
群
島
の
全

て
が
返
還
さ
れ
る
ま
で

の
時
期
、

一
九
四
五
年
三
月
二
六
日
～

一
九
五
三
年

一
二
月
二
四
日
)
に
お
け
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る

こ

の
地

域

(奄
美

・
沖

縄

・
宮
古

・

八
重

山

の
四
群

島
)

を
指

す

政
治
史

の

タ

ー

ム
と

し

て
使
用

し

た

い
。

こ

の
時

期

に

お

け

る

こ

の
地

域

に

は
、
他

に

「
南
西

諸
島

」
、
「
琉
球

列

島
」
、

そ

し

て

「
南
島

」

と

い

っ
た
捉
え

方

が

考
え

ら

れ

る
。
筆
者

は

、
地

域

固
有

の

呼
称

を
含

ん

で

い
る
点

や

、
住
民

意
識

の
点

(当

時

の
奄

美
群

島
住

民

は
、
住

民
側

行

政
機

関

の
名
称

に

「
琉
球

」

と

い
う

言

葉
を

使
用

す

る

の
を
意
識

的

に

避

け

た
)

か

ら
、

「
琉

球

弧

」

が

最
適

と
考

え

る
。

し

か

し
、

「琉

球

弧

」

を

、

こ

の
よ

う

に
使

用

す

る
こ
と

に
全

く
問

題

が
な

い
わ

け

で
は
な

い
。

地
理

学

の
タ

ー

ム

と
し

て

の
用
法

で

は

「
琉

球
弧

」

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

除
外

さ

れ

て

い
る

、
大
東

諸

島

を
沖

縄
群

島

に
、

尖
閣

諸
島

を

八
重

山

群
島

に
含

め

た
点

は

さ
ら

な
る
検

討

を
要

し
よ

う
。

ま

た
、

時
期

に

よ

っ
て
そ

の
範
囲

が

収
縮

す

る

(
一
九

五

一
年

一
二
月

五

日

以
前

は
北

緯

三
〇
度

以
南

、
以

後

は
北

緯

二
九

度
以

南
)

こ
と

を
ど

の
よ
う

に

処

理
す

る

の
か
、

お

よ
び
あ

る
地

域
を

一
つ
の
も

の
と

し

て
捉

え

る
際

の
要
件

で
あ

る

「交

流
」
、

本

稿

で

い
え

ば

四

群

島

間

の

「
政
治

的
交

流

」
が

、
必
ず

し
も
活

発

に
な

さ
れ

た
と

は

い
え

な

い

こ
と

を
ど

の
よ

う

に
考

え

る

の
か
、

こ

れ
ら

二
点
も

今
後

の
検

討

課
題

で
あ

ろ

う
。

「琉
球
弧
政
治
史
」

で
は
、
「琉
球
弧
政
治
史
」
と
は
い

か
な
る
研
究
の
あ
り
方
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
「琉
球
弧
」
を
構
成
す

る
四
群
島
の
う
ち
の

一
群
島
も
ゆ
る
が

せ
に
し
な
い
研
究
の
あ
り
方
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
次
の
二
つ
に
大
別
で
き

よ
う
。
D

こ
れ
ま
で
ほ
ん
の
少
し
し
か
な

さ
れ
て
い
な
い
奄
美

・
宮
古

・
八
重
山

の
三
群
島

(と
り
わ
け
奄
美
群
島
)
を

重
視

(こ
れ
は
決
し
て
沖
縄
群
島
を
軽

視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
)
す
る
傾
向
を
有
す
る
、
あ
る
特
定

の
群
島
を
対
象
と
す
る
研
究
。

②

主
と
し
て
沖
縄
群
島
の
政
治
史

を
検
討
し
て
事
足
れ
り
と
す
る
よ
う
な

「沖
縄
群
島
中
心
史
観
」
と
で
も

い
う

べ
き
態
度
を
排
し
、
各
群
島
を
そ
の
独

自
性
に
留
意
し

つ
つ
で
き
る
限
り
か
た

よ
り
な
く
考
察

の
対
象
に
し
、
こ
の
時

期

・
地
域
の
政
治
史
の
全
体
像
や
多
様

性
の
把
握
を
目
指
す
研
究
。
ヤ
マ
ト

特

に
後

者

の
研

究

は
、

「
日
本

政
治

史
」

と

の
比
較

研
究

、

ひ

い
て
は
他

の

東

ア
ジ

ア
諸
国

・
諸

地
域

(わ

け

て
も

同

じ
米

軍
政

下

に
置

か

れ
た
韓

国
)

の

政
治

史

と

の
比

較
研

究
を

行
な

う
た

め

に
も
必

要

で
あ

る

(そ

の
際
基

準
と

な

る

の

は
、

「
民

主
化

」

と

「自

治

」

で

あ

ろ
う
)
。

こ

の
時

期

・
地
域

の
全

体

像

が
明

ら

か

に
な

ら
な

け
れ

ば
、

同
じ

時

期

の
他

の
国

・
地
域

と

の
比

較

は
困

難

で
あ

る
。

沖
縄

群
島

の
ケ
ー

ス
は
、

こ

の
地

域

の
代
表

的
な

も

の
で
は
あ

る

が
、
全

て
で
は
な

い
の
で
あ

る
。

そ
れ

で
は
、

「琉

球
弧

政
治

史

」
は
、

ど

の
よ
う

に
時
期

区
分

で
き

る

で
あ

ろ

248



天 南 地 北

う
か

。
米

軍
政

下

に
置

か
れ

た

「琉

球

弧

」

は
、

米
国

の
対

「琉

球
弧

」

政
策

に
よ

っ
て
左
右

さ

れ
る
存

在

で
あ

り
、

政
治
史

も

こ

れ

に
よ

っ
て
基
本

的

に
規

定

さ

れ

た
。

そ

こ

で
、

「無

為
無

策

」

(あ

く
ま

で
も

国

家

レ

ベ

ル
で

の

こ
と

で
あ

り
、

現
地

軍

が
何
も

し

な
か

っ
た

わ
け

で
は

な

い
)
か

ら

「
長
期

保
有

・

基

地
拡

大

強
化

」

へ
の
米

国

の
対

「
琉

　
ソ
　

球
弧
」
政
策
の
転
換
を
受
け
る
か
た
ち

で

一
九
四
九
年

一
〇
月
に
な
さ
れ
た
、

ジ
ョ
セ
ブ

・
R

・
シ
ー
ツ
少
将
の
米
国

陸
軍
軍
政
府
軍
政
長
官
就
任
を
も
っ
て

前
期
と
後
期
に
分
け
た
い
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
軍
政
の
最
高
責

任
者
と
な
っ
た
シ
ー
ツ
は
、
そ
れ
ま
で

の
停
滞
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
「
シ
ー

ツ
新
政
策
」
呼
ば
れ
る
多
方
面
に
わ
た

る
改
革
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
中
に
政

治
改
革
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
軍
政
府
機
構
の
改
編
や
臨
時
琉
球

諮
詞
委
員
会
の
設
置
、
お
よ
び
各
群
島

知
事

・
議
会
議
員
の
公
選

(そ
れ
ま
で

は
市
町
村
レ
ベ
ル
ま
で
で
あ

っ
た
)
等

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
の
全
琉
統
合
政

府

へ
の
布
石
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
米
国
の
対

「琉
球
弧
」
政
策
転
換

の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
中
国
革
命
の

進
展
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
を

始
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
、
「琉

球
弧
」
の
政
治
に
も
深
い
影
を
落
と
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ヤ
マ
ト

最

後

に
、

「
日
本

」

と

い
う

タ

ー

ム

ヤ
マ
ト

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
「日
本
」と
は
、

奄
美
群
島
以
北
の
連
合
国
軍
の
統
治
下

に
あ
る
地
域
を
指
し
、
い
わ
ゆ
る

「本

土
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者

は
荒
川
章
二
氏

(静
岡
大
学
教
授
)
と

　
り
　

同

じ

く

、

「
本

土
」

が
対

語

と

し

て
内

国
植

民

地
を

想
定

し

て

い
る

こ
と
を

理

ヤ
マ
ト

由

と
し

て
、

代
わ

り

に

「
日
本

」
を

用

い
る
。

前

述

の
よ

う

に
、

こ

の
時

期

・
地
域

を
対

象

と
す

る
政

治
史

研
究

は

、

こ
れ

ま

で
あ
ま

り

な
さ

れ

て

い
な

い
。
本
稿

で
論

じ

た
よ
う

な

、
地

域

の
捉
え

方

、

政
治

史
研

究

の
あ

り
方

に

つ
い
て
も
同

様

で
あ

る
。
本

稿

は
、

そ
う

し

た
状
況

を
打

開
す

る

た
め

の

一
つ
の
試

み
に
す

ぎ
な

い
。

読
者

の
皆

様

の
ご

批
判

を
仰

ぎ

た

い
。

〈
i
>

詳
し
く
は
、
島
尾
敏
雄

『新
編

・

琉
球
弧

の
視
点

か
ら
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
二
年

、
を
参
照
。

〈
h
>

さ
し
あ
た
り
、
新
崎
盛

暉

『沖
縄

同
時
代
史
第

二
巻

琉
球
弧

の
視
点
か

ら
』
凱
風
社
、

一
九
九

二
年
、
を
参
照
。

〈
揃
〉

里
原
昭

『琉
球
弧
奄
美

の
戦
後
精

神
史

ア
メ
リ
カ
軍
政
下
の
思
想

・
文

化

の
軌
跡
」
五
月
書
房
、
一
九
九
四
年

、

を
参
照
。

〈
齢W
V

新
崎
盛
暉
編

『沖
縄
現
代
史

へ
の

証
言

下
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、

一
九

八
二
年
、

一
=

頁
。

〈
v
>

ハ
リ
ー

・
S

・
ト
ル
ー
マ
ン
大
統

領
に
よ

っ
て
、

一
九
四
九
年
五
月
に
国

家
安
全
保
障
会
議
政
策
文
書
N
S
C

一

三
/
三
が
承
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
。

〈
.W
>

荒
川
章
二

「
沖
縄
-

同
化
的
平

和
か

ら
自
立

共
生
的
平
和

へ
」

(歴
史

学
研
究
会
編

『歴
史
学
研
究
』
六
七
六

号

、
青
木
書
店
、

一
九
九
五
年

一
〇
月

所
収
)
同
誌

一
七
頁

の
注

一
を
参
照
。

(愛
知
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
)
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